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the right music to the right user at the right time



Spotifyの２０１７年 
年間配信データを分析します



Spotifyの２０１７年配信データ



Spotifyのデータ収集⽅法

Spotify for developerに登録してWeb API経由で取得 
https://developer.spotify.com/



データ分析に必要なモジュールのインポート



必要なモジュールのインポート

import numpy as np 
import pandas as pd

import matplotlib.pyplot as plt
import seaborn as sns
import matplotlib.ticker as ticker

from sklearn import datasets, linear_model
from sklearn.decomposition import PCA
from sklearn.preprocessing import MinMaxScaler
from sklearn.manifold import TSNE

%matplotlib inline

import os



Pythonの基本的数値取り扱い



pythonの基本的数値取り扱い



pythonの基本的数値取り扱い



pythonの基本的⽂字列取り扱い



pythonの基本的⽂字列取り扱い



pythonの基本的⽂字列取り扱い（⽂字列の演算）



pythonの基本的配列の取り扱い



pythonの基本的リストの取り扱い



pythonの基本的辞書の取り扱い



numpy



numpy 

numpyとはpythonで数値計算を⾏う時に使⽤するライブラリー 

⼤容量の数値計算や多次元計算などを効率的に⾏う事ができる 



numpyの基本操作 

numpyのインポート 
numpyはnpという名前でインポートされることがほとんどです


import numpy as np

これでnumpyを以降npで呼び出す事ができます 

numpyのインストール 
まだインストールの方はpipでインストールしてください




numpyの基本操作 

arrayメソッドで配列の作成 

numpyではarrayというメソッドで配列（ベクトル）を作成し計算を行う事
ができます。 
ここでは[1, 2, 3, 4, 5]という要素をもった配列をnumpyのarrayメソッドを
使用し作成してみましょう


arr = np.array([1, 2, 3, 4, 5])



numpyの基本操作 

shapeメソッドで大きさ（要素数）を表示 
大きさ（要素数）はshapeメソッドで表示できます。


arr.shape
出力結果 (5,)



numpyの基本操作 

配列に対して足し算をする事ができます


arr + 2

出力結果
array([3, 4, 5, 6, 7])

すべての要素に+2されました 



numpyの基本操作 

⾜し算だけでなく、他の演算⼦でも同じようなことができます 
ルート（平⽅根）を表⽰してみましょう 

np.sqrt(arr) 



numpyの基本操作 

リストと同様にスライスで要素を抽出できます 

arr[:2] 

出⼒結果 
array([1, 2]) 

arr[3:5] 



numpyの基本操作 

arangeメソッド 
arangeメソッドを使って[0, 1, 2, 3, 4]という要素をもったarrayを簡単に作ることができます 

arangeメソッドにはstart, end, stepを指定できます 
[2, 4, 6, 8]という2ずつ数字が増えていくarrayは次のように作ることができます




numpyの基本操作 

linspaceメソッド 
linspaceメソッドもstartからendまでのarrayを作る関数ですが、stepではなく要素の
数を指定します 
ここでは0から3までを11分割したarrayを作ってみます 

np.linspace(0, 3, 11) 

第３引数（分割数）はnum=でも指定できる。初期値は50 
その他の引数 
endpoint= 終点を含むかどうか 初期値はTrue 
dtype=  データタイプ 初期値は”float64”



numpyの基本操作 

⼆次元のarrayも簡単に作れます 

arr2 = np.array([[1, 3], 
                 [5, 7]]) 
arr2 



numpyの基本操作 

saveメソッド 
saveメソッドでarrayを保存できます  
第⼀引数が保存する名前で、第⼆引数が保存するarrayです 

np.save('test.npy', arr2) 

 
loadメソッド 
読み込みはloadメソッドでできます 



pandas



pandas 

PandasとはPythonでデータ分析を効率的に⾏うためのライブラリです。 
Pandasを使うと、データの読み込みや統計量の表⽰、グラフ化など、データ
分析に関する作業をより容易に⾏うことができるようになります。 
また主要なコードはCythonまたはC⾔語で書かれており、Pythonだけで
データ分析を⾏うのと⽐較して、⾮常に⾼速に処理を⾏うことができます。 



pandasの基本操作

pandasのインポート 
pandasはpdという名前でインポートされることがほとんどです 
これでpandasを以降pdで呼び出す事ができます

pandasのインストール 
まだインストールの方はpipでインストールしてください




pandasの基本操作 

read_csvメソッド
read_csvメソッドを使うことでcsvをpandasのDataFrameという形式で読み込
むことができます

添付のpandas_test.csvを
jupyternotebookの場合は添付のcsvファイルがあるディレクトリーを指定
google colabの場合はファイルをロード
してご使用ください



pandasの基本操作 

read_csvメソッドで読み込んだpandas_test.csv



pandasの基本操作

headメソッド 
DataFrameの先頭の数行を抽出できます 
（）内に引数として行数指定もできます。
初期値は５のため引数指定なければ最初の５行が表示されます。



pandasの基本操作

tailメソッド
DataFrameの末尾の数行を抽出できます
（）内に引数として行数指定もできます
初期値は５のため引数指定なければ最後の５行が表示されます。



pandasの基本操作

スライス（箇所指定）して抜き出しもできます

df[2:5]



pandasの基本操作

列指定（特定の要素指定）して抜き出しもできます



pandasの基本操作

複数の列指定（特定の要素指定）して抜き出しもできます



pandasの基本操作

行と列の両方指定し抜き出す場合はlocメソッドを使用します

スライスによる抜き出し箇所指定もできます



pandasの基本操作

条件に合致する行を抽出したい場合は次のように書きます
ここではBPMが100より下の行を抽出しています

df[df['BPM'] < 100]



pandasの基本操作

データの大きさはshapeメソッドで表示できます

列の抜き出しはcolumnsです



matplotlib



matplotlib

Matplotlibは、Pythonでグラフ表示をするための描画ライブラリです。
簡単に高度な線グラフや棒グラフ、3Dグラフなどの表示が可能です。

matplotlibのインストール
まだインストールしていない方はpipでインストールします。

matplotlibのインポート



matplotlib

matplotlibでグラフ表示
簡単なグラフ表示をします



コード 内容

import matplotlib.pyplot as plt Matplotlibを使う宣言文

year = [2015, 2016, 2017, 2018, 2019, 
2020]

横軸の値、今回は年数。Matplotlibは、リストで表します。

price = [1000, 1200, 1112, 1500, 
1006, 1666]

縦軸の値、今回は価格。リストで表します。

plt.plot(year, price) matplotlib.pyplot の plot() メソッドでグラフの描画。year と price 
を折れ線グラフで描画します。

plt.show() 作成したグラフの表示命令（これがないと表示されません）

matplotlib



pyplot 
および他のmatplotlib 

モジュールについて



pyplotは
matplotlibに用意された描画用のモジュールの一つで、最も活用される基本的なものの一つです。
matplotlibではpyplot以外にモジュールが40種類以上用意されています。  
それぞれのモジュールはそれぞれの機能を有し、例えばpyplotでは基本的な機能として、アニメーショ
ンに関する animation や カラーリングに関する color などが用意されています。 
各機能はそれぞれ１００種類以上も用意されているため公式サイトを参考にしながらグラフ描画を実践
してください。

公式サイト
https://matplotlib.org/index.html

モジュール一覧
https://matplotlib.org/api/index.html

pyplotおよび他のmatplotlib APIについて

https://matplotlib.org/index.html
https://matplotlib.org/api/index.html


pyplotとnumpyなど 
他のモジュールを組み合わせる



pyplotとnumpyなど他のモジュールを組み合わせる

他のモジュールを組み合わせて 
⾼度なグラフ表⽰も可能です



matplotlibをJupyter Notebook 
で使⽤する定型⽂

計算に必要なモジュールnumpyと 
グラフ表⽰に必要なモジュール 
matplotlib.pyplotのインポート

linspaceで-のpiから+のpiまでの 
配列を作る

グラフの計算 
ここではxのcosとsin

グラフの表⽰

pyplotとnumpyなど他のモジュールを組み合わせる



spotifyデータ分析



データセットの読み込み

data = pd.read_csv(“../任意/spotify2017data.csv”)
data.head(10)



分析はグラフ化できます

matplotlibやseabornといった 
データグラフ化⽤のライブラリーを使⽤

各要素同⼠の相関性グラフ



分析はグラフ化できます

matplotlibやseabornといった 
データグラフ化⽤のライブラリーを使⽤

異なる楽曲間の各要素の
相関性グラフ



print("Mean value for danceability:", data['danceability'].mean())
sns.distplot(data['danceability'])
plt.show()
print("Mean value for energy:", data['energy'].mean())
sns.distplot(data['energy'])
plt.show()
print("Mean value for mode:", data['mode'].mean())
sns.distplot(data['mode'])
plt.show()
print("Mean value for speechiness:", data['speechiness'].mean())
sns.distplot(data['speechiness'])
plt.show()
print("Mean value for acousticness:", data['acousticness'].mean())
sns.distplot(data['acousticness'])
plt.show()
print("Mean value for instrumentalness:", data['instrumentalness'].mean())
sns.distplot(data['instrumentalness'])
plt.show()
print("Mean value for liveness:", data['liveness'].mean())
sns.distplot(data['liveness'])
plt.show()
print("Mean value for valence:", data['valence'].mean())
sns.distplot(data['valence'])
plt.show()

分析してみましょう



print("Mean value for danceability:", data['danceability'].mean())
sns.distplot(data['danceability'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for danceability: 0.6968199999999999

danceability 
danceability(踊りやすさ) 
テンポ、リズムの安定性、ビートの強さ、全体的な規則性などの⾳楽要
素の組み合わせに基づいて、ダンスのための曲であるかを⽰す。0.0の値
は、最も踊りずらいことを、1.0は、最も踊りやすいことを⽰す。 



Danceability（踊れる曲かどうか）

リスナーは踊れる曲を好む傾向にあると⾒て取れます。



print("Mean value for energy:", data['energy'].mean())
sns.distplot(data['energy'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for energy: 0.6606899999999999

energy 
エネルギーは、0.0から1.0の指標で、強度およびアクティブ度を表す。  
⼀般的には、エネルギッシュな楽曲は、速く、⾳が⼤きく、騒々しい傾向となる。 
例えば、デスメタルは⾼いエネルギーを持っているが、バッハのプレリュードは
低い値になるなど。 
この属性に寄与する知覚的属性は、ダイナミックレンジ、聴覚が感じる⾳量、⾳
⾊、開始時点のレート、および⼀般的なエントロピーを含む。 



Energy（楽曲のエネルギッシュ度）

こちらもエネルギッシュな曲が好まれる傾向が明確なデータとなっています。



print("Mean value for mode:", data['mode'].mean())
sns.distplot(data['mode'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for mode: 0.58

mode 
その楽曲のキーが⻑調であるか短調であるかを⽰す指標。 
データの分類として単純に２種類しか属性がないため、出⼒されたデータの数値
はある⼀⽅のデータの構成割合（今回は⻑調）を⽰す事となる。 



Mode、⻑調か短調か？

こちらは６０％弱が⻑調で、短調よりも⼈々が好む傾向が伺えます。



print("Mean value for speechiness:", 
data['speechiness'].mean())
sns.distplot(data['speechiness'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for speechiness: 0.10396899999999995

speechiness 
スピーチネスは、曲の中で話された単語の存在を検出する。 
録⾳（例えば、トークショー、オーディオブック、詩）のように、⾳声が占める割合が⼤きく
なるほど、値は1.0に近くなる。  
 0.66を超える値は、ほぼ完全に発声された単語で構成されている曲を表す。  
 0.33と0.66の間の値は、ラップ⾳楽などのセクションまたはレイヤーのいずれかで、⾳楽と
スピーチの両⽅を含む可能性がある曲を表す。  
0.33未満の値は、⾳楽やその他の⾮⾳声のような曲を表す可能性がかなり⾼いことを⽰す。 



Speechness、⼈の話声がどのくらい含まれているか

話声の占める割合は少ないものの0.3以上の割合（ラップなど）もある



print("Mean value for acousticness:", 
data['acousticness'].mean())
sns.distplot(data['acousticness'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for acousticness: 0.16630649000000006

acousticness 
曲がアコースティックかどうかを⽰す0.0から1.0の指標。 
 1.0は曲がアコースティックであるということが⾼いということを意味
します。 



Acousticness、楽曲のアコースティック度です

現代のデジタル時代を象徴するかの様なアコースティック率の低さ、、、



print("Mean value for instrumentalness:", 
data['instrumentalness'].mean())
sns.distplot(data['instrumentalness'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for instrumentalness: 0.0047961442

instrumentalness 
曲にボーカルがないかどうかを⽰す。 
この指標では、 “オー(Ooh)”とか “アー(aah)”の⾳は楽器の出した⾳として扱われる。 
ラップや話し⾔葉はボーカルとして扱われる。 
インストゥルメンタルネスの値が1.0に近いほど、曲にはボーカル・コンテンツが含まれてい
ない可能性が⾼くなる。  
0.5を超える値は、インストゥルメンタルの曲が通常⽰す値ですが、値が1.0に近づくほど信頼
度が⾼くなります。 



Instrumentness、楽曲の中でインストパートが占める割合です

インストパートは、、、残念ながら（喜ぶ⼈もいるかも？）全くヒット曲には必要ない様です、、、



print("Mean value for liveness:", data['liveness'].mean())
sns.distplot(data['liveness'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for liveness: 0.15060700000000002

liveness 
録⾳中に聴衆（の声）が存在したかを検出する。 
この値が⾼いほど、曲がライブで実⾏された可能性が⾼くなる。 
値が0.8を超えると、曲がライブである可能性が⾼い。 



Liveness、楽曲の中で聴衆の声援が占める割合です

ライブ盤は現代は少ない



print("Mean value for valence:", data[‘valence'].mean())
sns.distplot(data[‘valence'])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for valence: 0.5170489999999999

valence 
曲が伝える⾳楽のポジティブ性を表す0.0から1.0の尺度。  
この指数の⾼い値の曲はより陽性（例えば、幸せ、陽気、陶酔）であ
り、低い指数の曲はより陰性となる（例：悲しい、落ち込んだ、怒
る）。 



Valence、曲の明るさ、暗さ

平均 0.517 

明るさ暗さは中間くらいというデータ



print("Mean value for tempo:", data[‘tempo'].mean())
sns.distplot(data[‘tempo’])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for tempo: 120.8489

tempo 
曲の全体的な推定テンポ。 
1分あたりのビート(BPM)から算出。 



Tempoです

平均テンポはBPM約１２０。 

⼀⽅もっとも多いテンポはBPM９０〜１００あり、他のテンポよりも圧倒的に多いです。



print("Mean value for duration_ms:", 
data[‘duration_ms'].mean())
sns.distplot(data[‘duration_ms’])
plt.show()

分析してみましょう

Mean value for duration_ms: 218387

duration 
曲の⻑さ。 
単位はmsec(1000分の1秒）となる。  



Duration、曲の⻑さです

平均 218387msecは約３分３８秒。 

そのくらいの⻑さから少し短めくらいが好まれる⼀⽅、⻑い曲は好まれない傾向を⽰しています。



numeric = data.drop(['id','name','artists'], axis=1)
small = 
numeric.drop(['tempo','duration_ms','key','loudness','time_signature'], 
axis=1)
sns.set_palette('pastel')
small.mean().plot.bar()
plt.title('Mean Values of Audio Features')
plt.show()

分析してみましょう




